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ウム濃度および PEG 濃度の最適化を検討した。その結果、既存の方法と比較して遺伝子導入効率が 10 倍に向上した
だけでなく、植物プロトプラストに対する遺伝子導入法において、これまでの植物遺伝子導入法の報告の中で最も高
い遺伝子導入効率を得る事に成功している。 
 第四章では、染色体をバイオアクティブビーズに包摂する方法を開発し、染色体にかかる化学的、物理的ストレス
に対し、保護効果があるかどうかを検討した。染色体を包摂する方法の開発では、バイブレーション法および油中水
滴乳化法を開発し、染色体をほぼ 100％で包摂する方法を開発する事に成功しただけでなく、バイオアクティブビー
ズのサイズコントロールも可能とした。特に油中水滴乳化法による、バイオアクティブビーズの作製は、染色体に若
干の膨潤がみられる程度で、非常に容易、かつ迅速に大量生産することが可能である。塩処理および物理的ストレス
に対する染色体の保護効果について検討を行ったところ、包摂された染色体の形態はセルソーティングやピペッティ
ング、塩処理等の実験操作後も維持されており、保護効果が示されている。 
 第五章では、以上の研究を総括すると共に、得られた結果について総合的に考察を行い、バイオアクティブビーズ
法の有用性さらには、今後の発展性等について議論している。 
 以上のように、本論文は新しい形質転換の方法を独自の手法で提供することに成功している。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
